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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成23年11月11日に提出いたしました第76期第２四半期（自　平成23年７月１日　至　平成23年９月30日）に係る四半期報告

書の記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため四半期報告書の訂正報告書を提出するものであ

ります。

　また、四半期連結財務諸表の記載内容にかかる訂正箇所についてはXBRLの修正を行いましたので、併せて修正後のXBRL形式の

データ一式（表示情報ファイルを含む）を提出いたします。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(2）キャッシュ・フローの状況

第４　経理の状況

１　四半期連結財務諸表

(3）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿を付して表示しております。

 

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

（訂正前）

回次
第75期
第２四半期
連結累計期間

第76期
第２四半期
連結累計期間

第75期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年９月30日

自平成23年４月１日
至平成23年９月30日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

（省略）

営業活動によるキャッシュ・フロー
（百万円）

△248 △576 250

投資活動によるキャッシュ・フロー
（百万円）

316 △18 △217

（省略）

 

（訂正後）

回次
第75期
第２四半期
連結累計期間

第76期
第２四半期
連結累計期間

第75期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年９月30日

自平成23年４月１日
至平成23年９月30日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

（省略）

営業活動によるキャッシュ・フロー
（百万円）

△248 △382 55

投資活動によるキャッシュ・フロー
（百万円）

316 △213 △23

（省略）
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第２【事業の状況】

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(2）キャッシュ・フローの状況

（訂正前）

　当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は2,059百万円と前連結会計年度末に比べ737百万円の減少となりま

した。

　営業活動によるキャッシュ・フローにおいては576百万円の支出となりました。この主な要因は、役員退職慰労引当金の

減少額86百万円、売上債権の増加額93百万円及びたな卸資産の増加額183百万円並びにその他の流動負債の減少額221百万

円によるものであります。

　投資活動によるキャッシュ・フローにおいては18百万円の支出となりました。この主な要因は、無形固定資産の取得によ

る支出17百万円によるものであります。

（以下省略）

 

（訂正後）

　当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は2,059百万円と前連結会計年度末に比べ737百万円の減少となりま

した。

　営業活動によるキャッシュ・フローにおいては382百万円の支出となりました。この主な要因は、役員退職慰労引当金の

減少額86百万円、売上債権の増加額93百万円及びたな卸資産の増加額183百万円によるものであります。

　投資活動によるキャッシュ・フローにおいては213百万円の支出となりました。この主な要因は、投資有価証券の取得に

よる支出245百万円によるものであります。

（以下省略）
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第４【経理の状況】

１【四半期連結財務諸表】

（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

（訂正前）

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

95 △185

減価償却費 146 116

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 23 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △42 △36

賞与引当金の増減額（△は減少） △10 △19

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 14 △86

退職給付引当金の増減額（△は減少） △0 △5

受取利息及び受取配当金 △89 △93

支払利息 1 1

有形固定資産売却損益（△は益） △238 －

有形固定資産除却損 0 0

投資有価証券評価損益（△は益） 80 21

売上債権の増減額（△は増加） 51 △93

たな卸資産の増減額（△は増加） △260 △183

仕入債務の増減額（△は減少） 5 149

未払消費税等の増減額（△は減少） △4 △0

その他 △36 △214

小計 △263 △628

利息及び配当金の受取額 77 84

利息の支払額 △0 △0

法人税等の支払額 △61 △32

営業活動によるキャッシュ・フロー △248 △576

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △0 －

定期預金の払戻による収入 － 6

有価証券の償還による収入 － 50

有形固定資産の取得による支出 △13 △10

有形固定資産の売却による収入 343 －

無形固定資産の取得による支出 △17 △17

投資有価証券の取得による支出 △395 △50

投資有価証券の売却による収入 2 5

投資有価証券の償還による収入 395 －

貸付けによる支出 △7 △8

貸付金の回収による収入 3 7

その他の支出 △1 △0

その他の収入 7 0

投資活動によるキャッシュ・フロー 316 △18

EDINET提出書類

横浜丸魚株式会社(E02615)

訂正四半期報告書

4/7



  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △99 △98

少数株主への配当金の支払額 △0 －

リース債務の返済による支出 △54 △43

財務活動によるキャッシュ・フロー △154 △142

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △86 △737

現金及び現金同等物の期首残高 2,969 2,797

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※　2,883 ※　2,059
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（訂正後）

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

95 △185

減価償却費 146 116

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 23 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △42 △36

賞与引当金の増減額（△は減少） △10 △19

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 14 △86

退職給付引当金の増減額（△は減少） △0 △5

受取利息及び受取配当金 △89 △93

支払利息 1 1

有形固定資産売却損益（△は益） △238 －

有形固定資産除却損 0 0

投資有価証券評価損益（△は益） 80 21

売上債権の増減額（△は増加） 51 △93

たな卸資産の増減額（△は増加） △260 △183

仕入債務の増減額（△は減少） 5 149

未払消費税等の増減額（△は減少） △4 △0

その他 △36 △19

小計 △263 △433

利息及び配当金の受取額 77 84

利息の支払額 △0 △0

法人税等の支払額 △61 △32

営業活動によるキャッシュ・フロー △248 △382

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △0 －

定期預金の払戻による収入 － 6

有価証券の償還による収入 － 50

有形固定資産の取得による支出 △13 △10

有形固定資産の売却による収入 343 －

無形固定資産の取得による支出 △17 △17

投資有価証券の取得による支出 △395 △245

投資有価証券の売却による収入 2 5

投資有価証券の償還による収入 395 －

貸付けによる支出 △7 △8

貸付金の回収による収入 3 7

その他の支出 △1 △0

その他の収入 7 0

投資活動によるキャッシュ・フロー 316 △213
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  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △99 △98

少数株主への配当金の支払額 △0 －

リース債務の返済による支出 △54 △43

財務活動によるキャッシュ・フロー △154 △142

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △86 △737

現金及び現金同等物の期首残高 2,969 2,797

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※　2,883 ※　2,059
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